
（別紙３）

～ 2025年　2月　7日

（対象者数） 29 （回答者数） 20

～ 2025年　2月　7日

（対象者数） 9 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 いろいろな職員が保護者と話ができるようにしていきたい。

2
これまでの支援実績を蓄積し、次年度以降の保護者様への情
報提供に役立てることで、より質の高い支援へと繋げていき
ます。

3 今後もデータの蓄積をしていき、今後に役立てていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

お金をかけて募集をするか、職員全体の給料を上げることで解決できる!
が、事業所として収入として入ってくるお金は変わらないため、難しい。
利用予定の日にキャンセルになると事業所収入がなくなるため、キャンセル
がでないようにするのと、できるだけキャンセルが出た時には他の児童を呼
ぶなどして事業所の収入を安定させることで、賃金アップにつなげ、人員確
保につなげたい。

2

わかっているだろうと思い込み話さないのではなく、確認の
意味も含め再度どうしてこの活動を組んでいるのかや、活動
の意味、行動言動の意味を職員全体で把握し理解できるよう
にしていく。

3 大家に伝え改善をお願いしているが難しい。。。

○事業所名

○保護者評価実施期間 2025年　1月　24日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

バリアフリーになっていない点。 活動場所が3Fであるという物理的な問題。賃貸である為にト
イレなどの扉や広さを確保できないこと。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

基礎人員は確保できているものの、支援級へのお迎え時等で送
迎車を複数出す等した際に、人員不足できついところがある。

職員募集は常にしているが、ここの立地条件の悪さからかなか
なか人が集まらない。

パートさんもしくは職員間でも情報共有を図れていないと思っ
ている人がいる。

活動内容などの説明が不足していたり、この行動が○○につな
がるといった説明が不足している。また、用意されている事業
所のマニュアルなどの再度読み合わせが必要。

保護者との送迎時や面談でできるだけ話をする機会を設けるよ
うにしているところ。

その日の様子はもちろんのこと、学校からの引継ぎ事項を話し
たり、日頃の気になることを話したりしている。また、時には
兄弟姉妹の事での相談にも乗るなどしている。

利用児童の学校とまめに話をし、児童がどんな状況なのか、保
護者にどのようにアプローチしていくかなど連携を取って動け
るようにしている。

学校の授業の様子や学力について、今後の進路についてなど学
校側とも話をしながらその子にとってどんな選択肢があるのか
を話したり、今抱える課題に対して学校、家庭、デイでどう対
応、支援をしていくのかを話している。

活動の中身をどうするのか、一昨年や昨年の活動の中身を見な
がら今年何をするかなどの中身を決めている。

その年の予定を一覧にして出しておりそれを積み重ねて何年も
のデータを蓄積している。
できるだけ新たなことをしてみたり、評判が良かったものは再
度取り入れる等している。

事業所における自己評価総括表公表


